
2013 年 2 月 15 日 

 

第 4 回知の市場年次大会アンケート調査結果 

 

                           

2013 年 2 月 7 日に開催した第 4 回知の市場年次大会においてアンケート調査を行った。

出席者 83 名のうち、知の市場関係者 16 名、講師 3名、受講者 11 名、一般参加者 10 名、(無

回答 1 名)の計 41 名から回答を得て、回収率は 49%であった。調査結果は次の通りである。 

 
 

1、 全体の評価 
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3、新規開講拠点と紹介の発表時間
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４、新規科目と新規連携機関の紹

介の発表時間
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5、運営方法
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7、奨励賞の選定
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8、記念講演の意義
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9、特別講演の意義
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2、個別の意見 

自由記述による意見は次の通りである。 
 

(1) 年次大会 
① 初めて参加して記念講演を伺い、その中で受講したみたいと思う科目もあった。 

② 未知な学問に触れ、いろいろ気づくことがあった。当社の社員に受講させたい科目も

あった。また、開講機関として受講者の増加に努めたい。 

③ 新規科目の特徴やポイントが年次大会で聴けるのを楽しみにしている。 

④ 毎回多くの方にお話しをしていただき、各々が大変アカデミックで楽しく拝聴してい

る。運営側として時間配分に苦労していると拝察する。 

⑤ 時間管理を厳格にしなくても、時間が遅れずに済んだのは大変よかった。内容的にも

得るものが多かった。会場もスクリーンが大きく、分かり易かった。 

⑥ 新規開講拠点、新規科目の紹介は形にとらわれず、要点を分かりやすく伝えており、

良かった。 

⑦ 新規案件の紹介は良かった。各々の実施機関の目的、思いを理解することができた。 

⑧ 知の市場が発展している状況を関係者が定期的に共有化する場として有意義だ。 

⑨ アットホームな雰囲気で良かった。ボランティアの方々のご苦労が偲ばれる。 

⑩ 開講の熱意を感じた。新しい講座の内容が分かった。2012 後期「試薬論」を逃してが

っかりしている。2013 年の開講は無いということで、本当に無念である。日程が重な

っている場合は両方選べないので残念だ。 



⑪ 2012 年前期「LIB」の講座に参加した。難しい内容であったがボーイング 787 問題では

複数企業が担当しており、事故解明は困難になるだろうなと想像した。この科目は驚

きの連続であった。 

⑫ 記念講演は大変に良かった。新規案件の紹介は良かった。講事(演題)内容が多く時間

が足りない。 

⑬ なるべく参加しやすい土(日)曜日の開催を希望する。あるいは、関心を有していても、

会場に来られない社会人や市民のために、ホームページに加えて、SNS(たとえば

Facebook）を活用すれば、「知の市場」の新しい潮流になるかもしれない。 

⑭ 大会についても是非動画配信していただきたい。 

⑮ 発表者が遠方から来る場合は大変です。何かよい方法はないでしょうか。 

⑯ 部屋の暖房が強すぎてヒートショックを起こしそう。室温を高く保っているのには何

か理由でもあるのでしょうか。(←去年は同じ条件で寒いという声が多かった。) 

 

(2) 奨励賞と記念講演 

① 受賞者の方々の選定について、聴講者の人気投票などを行うのも面白い。 

② 副賞を期待する。 

③ 講演時間が短い。 

 

(3) 特別講演 

① 中卒のまま年齢が高くなってしまい、それから勉強したくなったとしても高校卒業の

認定をとるのは大変なことです。実際、大学に行くには義務教育ではない高校入学か

らやらなければいけない。社会人としてまともな人生になりたくてもできない現実を

何とかしてほしい。若ければやり直しはきくが、年齢がある程度になると生活の維持

もあり学生にはなれない。中卒の人もやり直しのできる社会にしてほしい。中卒の人

は社会では埒外にされている。 

② 日本では大学生である年齢層が固定化している状況が突出していることを再確認した。

原因も述べられたが、本当に必要とする者は 18～22 才と限らない。学びたいときに学

べる自由度、裏付け、社会組織としての許容度が広がらないといけない。 

③ 大学教育と企業ニーズのミスマッチを改めて気づき、有意義でした。 

④ 特別講演で聴いてみたい方。 

・最先端研究開発支援(FIRST)プログラムに選ばれている中心研究者 

・片山元総理大臣(慶応大学教授) 

・由良敬 

⑤ 講演時間が短い。 

⑥ スライドをホームページからダウンロードできるようにしてほしい。 

 

 

 



(4) 知の市場 

① 幅広い職場での活動を聴き大いに参考になった。 

② 幅広い講演科目を今後も期待する。 

③ 理念の達成を期待する。 

④ さまざまな興味深い講演が開講されており、素晴らしい。15 回すべて出席できなくて

も、単発で興味のある講義に出席できるとよい。 

⑤ 開講担当者(企業、組織団体)に敬意を表する。大学で学びその知識をもとに勤務して

きた。社会から得られる知識はマスコミからの情報、参考書で補ってきた。しかし、

2004 年から本講義によって得られたものと格段の差を感じた。範囲、深度、今日性は

もとより、事例も数多く講義で解説された。勤務中に得た片寄った意識を修正するき

っかけになった。 

⑥ 生活や活動に関係ない科目も非常に役立つ。家の事情で社会貢献なるものはできない。

身の回りの小さな活動であれ余裕をもって当たれる。博物館ボランティア・小中高校

生地域の人々への環境学習支援等で沢山の人々と知り合えてうれしい限りです。 

⑦ 不自由は沢山あるが健康が許すなら、受講を継続したい。世界に続く知識を得られる

機会はここを除いてない。 

⑧ 関心を有する講義は多いのですが、時間的(業務の都合)、空間的(遠隔地)な理由によ

り参加困難です。このような講義内容が DVD、書籍などで発表されれば入手したい。 

⑨ 毎年多くの講座が開講され興味のあるものも多いので時間を作って聴講できるように

したい。 

⑩ 遠方で参加できるように改善できないものか。あるいは開講時間割の工夫はできない

であろうか。 

⑪ 動物総合管理を受講しました。動物看護士ポイントになる講義ではあったが、この講

義を受講して看護師資格を得るために受験にも合格するレベルではない。合格するレ

ベルに高め動物看護師認定し、就職のためなどに使えるものにしてほしい。ポイント

や単位の対象にできる人はいざ知らず、本当に知識を得たい人には知識だけで他に資

格など何もないのが残念です。 

⑫ コミュニケーションは本来科学的とは限らない。サイエンスコミュニケーションを科

学的な土俵で論議しているのか、感情的な土俵で議論しているのか、聴衆に解りやす

く伝えてほしい。発達障害者のコミュニケーション教育とサイエンス教育に関する講

義が欲しい。 

⑬ 知の市場年次大会、協議会は資料が沢山あります。すべての資料をひとまとめにして、

一括ダウンロードできることを望む。 

⑭ 共通受講システムは開講機関の事務軽減に役立っている。受講システムの改善に期待

する。ぜひ完成度を高めていただきたい。 

 

 

 



第４回知の市場年次大会のアンケート調査 

2013 年 2 月 7 日 

知の市場事務局 

 

本日はご多忙の中、第４回知の市場年次大会にご参加いただきありがとうご

ざいます。昨年度に引き続き、年次大会と知の市場をより良いものにしてゆく

ためのアンケート調査にご協力くださいますようお願い申しあげます。 

 

ご回答者で該当するものをお選びください。 

①知の市場機関関係者  ②講師  ③受講者  ④一般参加者 

ご回答者の氏名・所属をお書きください。 

ご氏名：   ご所属：     

 

Ⅰ．年次大会について 

１．年次大会の開催は有意義だと思いますか。該当するものをお選びくださ

い。 

① 有意義である    ② どちらともいえない    ③ やめた方が良い 

２．来年も年次大会に参加しますか。該当するものをお選びください。 

① 参加して発表する  ② 参加するが発表はしない  ③参加しない 

３．新規開講拠点と新規開講機関の紹介の発表時間はどれ程の時間が良いでし

ょうか。該当するものをお選びください。 

① １０分  ②２０分  ③３０分  ④その他（ご希望は      分間） 

４．新規科目と新規連携機関の紹介の発表時間はどれ程の時間が良いでしょう

か。該当するものをお選びください。 

① １０分  ②２０分  ③３０分  ④その他（ご希望は      分間） 

５．今回の年次大会の運営について該当するものをお選びください。 

① 良かった    ② 普通    ③ 改善すべき点が多々ある 

６．年次大会の開催・運営に関して、改善点やご提案を自由にお書きくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

（裏ページに続く） 



Ⅱ．奨励賞について 

6．奨励賞は有意義だと思いますか。該当するものをお選びください。 

① 有意義である    ② どちらともいえない    ③ やめた方が良い 

7．奨励賞の選定は妥当であると思いますか。該当するものをお選びください。 

① 妥当である    ② どちらともいえない    ③ 不適当である 

８．奨励賞の記念講演はいかがでしたか。該当するものをお選びください。 

① 有意義な講演であった    ② どちらともいえない   ③ 興味ある内容

ではなかった 

９．奨励賞に関して、改善点やご提案をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

奨励賞の候補のご推挙をお願いします。 

 

 

Ⅲ．特別講演について 

１０．特別講演はいかがでしたか。該当するものをお選びください。 

① 有意義な講演であった    ② どちらともいえない   ③ 興味ある内容

ではなかった 

1１．特別講演に関して、改善点やご提案をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

特別講演で聴いてみたいと思う方をご推挙ください。 

 

 

Ⅳ．知の市場について 

1２．知の市場に関して、改善点やご提案を自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

（ご記入後、受付に提出をお願いいたします。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。） 


